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全 員 協 議 会 記 録 

  開催日：平成30年2月22日（木） 

開 催 時 間：14時46分～16時12分 

開催場所：全 員 協 議 会 室 

〔議員〕  

川神議長、田畑副議長 

   三浦議員、沖田議員、西川議員、村武議員、川上議員、柳楽議員、串﨑議員 

小川議員、野藤議員、上野議員、飛野議員、笹田議員、布施議員、岡本議員 

芦谷議員、永見議員、佐々木議員、道下議員、西田議員、澁谷議員 

西村議員、牛尾議員 

 
〔執行部〕 

市 長、副市長、金城自治区長、旭自治区長、弥栄自治区長、三隅自治区長 
教育長、総務部長、地域政策部長、財務部長、健康福祉部長、市民生活部長 
産業経済部長、産業経済部参事、都市建設部長、金城支所長、旭支所長､弥栄支所長
三隅支所長、教育部長、消防長、上下水道部長、(広域行政組合事務局長)  

〔事務局〕 局長、次長、議事係長 

 

 

議 題 

 1 補正予算について 

  

 2 平成30年度当初予算について 

  （1）一般会計 

  （2）特別会計 

  （3）水道事業・工業用水道事業会計 

 

3 執行部報告事項 

（1） 「元気な浜田」をつくるロードマップについて 

（2） 浜田市第1期公共施設再配置実施計画【別冊（平成29年度版）】について 

（3） ふるさと体験村施設の指定管理について 

（4） その他 

  

 4 陳情について 

 

 5 その他             

（1）施政方針・教育方針、会派代表質問、個人一般質問のケーブルテレビ放映について 

 （2）その他 

 

【詳細は会議録のとおり】 

議   長 副議長 局  長 次  長 係  長 係 合   議 

       

このとおり作成しましたので報告します。 
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【会議録】 

〔 14 時 46分 開議 〕 

 

川神議長     ただいまから全員協議会を始める。早速議題に入る。 

 

１．補正予算について  

川神議長  議題1について、執行部から補足説明は。 

      （ 「ありません」という声あり ） 

  では次の議題に入る。 

 

２．平成30年度当初予算について 

 （1）一般会計 

川神議長  議題2について。(1)について執行部から補足説明をお願いする。総務

部、地域政策部、財務部、健康福祉部、市民生活部、産業経済部、都市

建設部、消防部、教育委員会の順にお願いする。 

総務部長他      （ 以下、資料をもとに説明 ） 

 （2）特別会計 

川神議長  続いて駐車場事業について、総務部長。 

      （ 「ありません」という声あり ） 

  では公設水産物仲買売場について、産業経済部長。 

      （ 「ありません」という声あり ） 

川神議長  公共下水道事業、農業集落排水事業、漁業集落排水事業、生活排水処

理事業について、上下水道部長。 

上下水道部長      （ 以下、資料をもとに説明 ） 

川神議長  後期高齢者医療について、市民生活部長から補足があれば。 

      （ 「ありません」という声あり ） 

（3）水道事業・工業用水道事業会計 

川神議長  続いて(3)について補足説明は。上下水道部長。 

上下水道部長      （ 以下、資料をもとに説明 ） 

川神議長  以上で議題2を終了する。 

 

３．執行部報告事項 

 （1）「元気な浜田」をつくるロードマップについて 

川神議長  続いて執行部報告事項。まず(1)について、市長。 

久保田市長      （ 以下、資料をもとに説明 ） 

川神議長  この件について質問は。澁谷委員。 

澁谷議員  青の項目が39個が丸で70パーセント、赤の項目が96パーセントで74パ

ーセント、要するに3分の2以上が丸ということだが、実際の浜田市は四

民の可処分所得が減少し、市税も減少し、人口は加速度的に減少してい

る。それとこのロードマップの進捗管理等はどのように理解すれば良い

のかお尋ねしたい。 

久保田市長  12月やその前の議会でも澁谷議員から同様のご質問、市の色んな経済

指標が上向いていないといったご指摘もあった。これについては上向い

ている項目もあるし、そうでない項目もある。ただ我々は何とか元気な

浜田にしたい。浜田を良くしたい。様々な観点から産業経済面だけでな
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く福祉面、教育面、色んな観点から施策を打ち出し、今日の午前中にも

施政方針を発表させていただいた。これを具体的にどの部、どの課がい

つまでに何をするのか、それを描いたものがロードマップ。従ってその

計画どおりに施策が推進できているかを評価している。議員ご指摘のよ

うに、これと色んな数字が一致するのが一番良いことではあるが、なか

なかそこについては必ずしもこの政策が色んな指標に反映していないも

どかしさはあるが、我々は何とか元気な浜田を作りたいということで、

福祉向上も目指して市を挙げて取り組んでいきたい。 

澁谷議員  いつも説明を受けるのは当初予算が出る3月議会の初日の全協だ。審査

機能を持つ議会にこういう資料を提出されるのであれば、コストパフォ

ーマンスはどうなのかを第三者機関による検証を数字という形で提出さ

れるのであれば、当初予算の判断・審査材料になると思うが、ただ自分

たちが丸だの三角だの付けられたものを議会に提出いただいても、ほと

んど参考資料にはならないと私は思う。今後このコストパフォーマンス

をきちんと検証した組織から判断材料が出てくるのかお尋ねする。 

久保田市長  今このロードマップを開示しているのが、私が承知している限り全国

でもうちと他に1つくらいだと思う。私は先ほど申し上げたが、それぞれ

の施策をしっかりと各部各課が一緒になって取り組んでいくことが大変

重要だろう。従ってこれを第三者が評価しなさいというご提案について、

施策の検証はまた別の方法ですべきではないかと思う。これについては

ご意見として承っておきたい。 

川神議長  他に。川上議員。 

川上議員  ロードマップには自治区別計画というのがあり、旧那賀郡については

ある。しかし浜田においては合併時に新市まちづくり計画というのを作

り、浜田自治区についてはこのような計画はせず、ただひたすら一本で

やるということか、お考えを知りたい。 

近重副市長  合併協議の時に浜田自治区を作るかも議論になった。浜田自治区事業

は市全体の事業にほとんど被さっているので、浜田自治区だけを取り上

げる事業にするよりも、全体の事業にほとんど被さっているということ

で全体事業として上げさせていただいている。浜田自治区といって特に

引っ張り出してやっているということではないのでご理解いただければ。 

川上議員  このことはそれでよろしいかと思うが、新市まちづくり計画の中には

やはり特徴ある自治区ということが書いてある。その中にも特にまちづ

くりが重要視されている。周辺自治区においてはまちづくりをしっかり

やっているから、こういう形で計画が出て実効性があると思う。浜田自

治区においてはまちづくり計画というものがしっかり出来ていないので、

公表できない部分があるのかと思う。この先こういうまちづくりを浜田

自治区として進めていくのか。そしてこのロードマップに組み込んでい

ただけるのかどうかお聞きする。 

近重副市長  先ほど説明したように、浜田自治区の事業としてこれをやるというこ

とは考えていない。浜田自治区の事業は浜田市全体の事業として捉えて

いるのでご理解いただければと思う。 

川神議長  その他に。 

（ 「なし」という声あり ） 
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 （2）浜田市第1期公共施設再配置実施計画【別冊（平成29年度版）】について 

川神議長  (2)について報告をお願いする。総務部長。 

総務部長      （ 以下、資料をもとに説明 ） 

川神議長  この件について質問は。 

（ 「なし」という声あり ） 

 

 （3）ふるさと体験村施設の指定管理について 

川神議長  (3)について報告をお願いする。弥栄支所長。 

弥栄支所長      （ 以下、資料をもとに説明 ） 

川神議長  この件については現時点では取り下げということでよろしいか。 

弥栄支所長  はい。 

川神議長  ここに至る経緯は支所長からご説明があったし、議員の皆さんもある

程度の認識はあったかと思う。その後担当委員会等での議論があって、

今回の提案は一応取り下げ、また新たな議論を行うということだと思う。

今日のところは皆さんご了承をよろしくお願いする。 

  それを踏まえて何かどうしてもご意見があるという方は。 

（ 「なし」という声あり ） 

 

（4）その他 

川神議長  その他、執行部から報告事項があれば。市長公室長。 

市長公室長  お手元に浜田市名誉市民、故・佐々木正先生の浜田市市葬について資

料を配布しているのでご覧いただきたい。去る1月31日に浜田市名誉市民

である佐々木正先生がお亡くなりになった。享年102歳だった。謹んでご

冥福をお祈り申し上げる。現在、先生の経歴・ご功績についてはご遺族

の協力のもと確認作業を急いでいるところだが、本日資料が間に合わな

かったことをお詫び申し上げる。 

  先生は浜田市ご出身であり、シャープ在籍時には小型電卓の開発に携

わるなど「ロケットササキ」の愛称で海外にも親しまれる著名な研究者

である。平成10年に浜田市特別顧問に就任され、市内事業所に対する助

言等も行っていただき、地元にも大変ご貢献いただいた。平成12年には

浜田市名誉市民に顕彰した。この度のご逝去に伴い、ご遺族の意思を反

映した上で、市葬委員会を開催し市葬を執り行う決定をいただいたので

ご報告申し上げる。日時は4月8日（日）午前10時から。会場は島根県立

大学講堂で執り行う。予算は総額350万円を予定しており、そのうち案内

状の印刷や発想、式次第や功績紹介の映像作成等の経費。これは直ちに

必要となるもので、この準備経費については予備費で対応させていただ

きたいと考える。また会場の借り上げ料や設営費、ご遺族の旅費等につ

いては市葬本体に関わる経費である。今議会において補正予算の追加提

案を考えているのでよろしくお願い申し上げる。 

  3月に入ったところで議員の皆さまにもご案内を差し上げたいと思って

いる。当日はご出席をよろしくお願い申し上げる。 

川神議長  続いて教育部長。 

教育部長  お手元に資料を配布している、天然記念物・石見畳ケ浦での落石につ

いて報告をさせていただく。 

       （ 以下、資料をもとに説明 ） 
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川神議長  その他の報告についてご質問は。 

（ 「なし」という声あり ） 

  以上で議題3を終了する。 

 

４．陳情について 

川神議長  今回21件の陳情が提出されている。お手元に配布している陳情付託表

のとおり、議会運営委員会および各常任委員会に審査を付託するのでよ

ろしくお願いする。 

 

５．その他 

（1）施政方針・教育方針、会派代表質問、個人一般質問のケーブルテレビ放映について 

（2）その他 

川神議長  その他、事務局長から。 

小川局長  お手元にお配りしている一般質問等のケーブルテレビの放送について。 

       （ 以下、資料をもとに説明 ） 

  その他議員の皆さんから、全協の場での報告・提案があるか。 

（ 「なし」という声あり ） 

  なければ以上で全員協議会を終了する。 

 

 

〔 16 時 12 分 閉議 〕 

 

 

浜田市議会全員協議会規程第6条の規定により、ここに全員協議会記録を作成する。 

 

浜田市議会議長  川 神 裕 司  

 

 

 

 


